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は
し
が
き

一
口
に
真
空
管
と
い
っ
て
も
、
そ
の
種
類
は
誠
に
多
種
多
様
で
あ
り
ま
す
が
、
一
般
に
は
カ
ソ
ー
ド
、
プ
レ
ー
ト
及
び
適
当

な
グ
リ
ッ
ド
を
、
一
つ
の
真
空
容
器
中
に
収
め
た
も
の
の
総
称
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
等
電
極
の
組
合
わ
せ
方
に
依
り
二
極
真
空

管
、
三
極
真
空
管
、
多
極
真
空
管
、
複
合
真
空
管
等
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
更
に
近
時
は
色
々
と
複
雑
な
特
殊
真
空
管
も
製
作

さ
れ
て
居
り
ま
す
が
こ
こ
で
は
簡
単
に
、
受
信
真
空
管
の
概
念
的
な
構
造
と
、
そ
の
実
例
に
就
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　
　
　
真
空
管
の
解
剖

（
一
）
電
極
の
構
造
　
一
般
に
真
空
管
の
電
極
は
、
カ
ソ
ー
ド
、
プ
レ
ー
ト
、
グ
リ
ッ
ド
の
三
種
類
あ
り
ま
し
て
、
特
に
カ

ソ
ー
ド
、
プ
レ
ー
ト
だ
け
を
有
し
、
グ
リ
ッ
ド
の
な
い
真
空
管
を
二
極
真
空
管
と
云
い
、
こ
れ
に
一
個
の
グ
リ
ッ
ド
が
加
わ
っ

た
も
の
を
三
極
真
空
管
、
更
に
グ
リ
ッ
ド
数
が
増
す
に
つ
れ
て
、
四
極
真
空
管
、
五
極
真
空
管
等
と
称
し
ま
す
。
第
一
図
は
三

極
真
空
管
の
電
極
の
大
体
の
構
造
、
及
び
配
置
を
示
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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⑴
カ
ソ
ー
ド
　
真
空
管
中
で
高
温
に
熱
せ
ら
れ
て
、
電
子
放
射
を
行
う
も
の
で
、
電
極
の
中
で
も
根
本
的
な
重
要
性
を
持
つ

も
の
で
あ
り
ま
す
。
　し

た
が従　っ

て
カ
ソ
ー
ド
は
出
来
る
だ
け
多
く
の
電
子
を
放
射
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
実
際
に
は
、

寿
命
や
加
熱
方
法
や
そ
の
他
種
々
の
点
を
考
慮
し
て
、
主
と
し
て
酸
化
物
皮
膜
線
條
が
用
い
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
線
状
、
又
は

細
長
い
中
空
円
筒
状
の
金
属
を
　し

ん蕊　
と
し
て
、
そ
の
表
面
に
ア
ル
カ
リ
土
金
属
の
酸
化
物
を
塗
布
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

他
カ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
純
タ
ン
グ
ス
テ
ン
及
び
ト
リ
ウ
ム
入
タ
ン
グ
ス
テ
ン
繊
條
が
あ
り
ま
す
が
、
受
信
真
空
管
に
は
あ
ま
り

多
く
用
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

カ
ソ
ー
ド
に
は
、
直
熱
型
と
傍
熱
型
と
二
種
類
あ
っ
て
そ
の
構
造
は
第
二
図
に
示
す
通
り
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
、
直
熱
型
は

同
図
甲
の
如
く
、
加
熱
用
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
自
体
が
そ
の
儘
カ
ソ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
真
空
管
の
中
で
、
他

の
電
極
と
の
間
の
空
間
電
荷
の
影
響
を
少
く
す
る
為
に
、
比
較
的
簡
単
な
形
状
に
取
付
け
ら
れ
ま
す
。
傍
熱
型
は
同
図
乙
に
示

す
如
く
、
カ
ソ
ー
ド
と
加
熱
用
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
と
は
全
然
別
で
、
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
は
単
に
ヒ
ー
タ
ー
と
し
て
、
外
側
の
カ
ソ
ー

ド
を
加
熱
す
る
だ
け
で
す
か
ら
、
普
通
タ
ン
グ
ス
テ
ン
線
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ヒ
ー
タ
ー
、
カ
ソ
ー
ド
間
の
絶
縁
は
単
に
間

隙
を
設
け
て
あ
る
か
、
或
い
は
酸
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
等
の
耐
熱
性
絶
縁
物
を
使
用
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
型
の
も
の
は
、
加
熱

電
源
に
そ
の
儘
交
流
を
使
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
便
利
で
す
。

⑵
プ
レ
ー
ト
　
プ
レ
ー
ト
は
正
電
圧
を
与
え
ら
れ
て
い
て
、
カ
ソ
ー
ド
か
ら
放
射
さ
れ
た
電
子
を
受
付
け
る
為
の
電
極
で
、
そ

の
形
状
及
び
カ
ソ
ー
ド
に
対
す
る
配
置
は
、
そ
れ
ぞ
れ
真
空
管
の
種
類
に
よ
っ
て
多
少
は
異
り
ま
す
。

二
極
管
の
場
合
、
　も若　
し
プ
レ
ー
ト
電
圧
が
低
く
、
プ
レ
ー
ト
電
流
が
比
較
的
大
な
る
真
空
管
で
は
、
第
三
図
甲
に
示
す
如
き

構
造
の
も
の
が
普
通
で
、
空
間
電
荷
の
影
響
を
少
く
す
る
為
に
、
カ
ソ
ー
ド
と
の
間
の
距
離
を
短
く
し
て
プ
レ
ー
ト
と
し
て
の
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有
効
面
積
を
大
き
く
と
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
ま
す
。
反
対
に
プ
レ
ー
ト
電
圧
が
高
く
、
プ
レ
ー
ト
電
流
が
比
較
的
少
い
場
合
に

は
空
間
電
荷
の
影
響
よ
り
も
、
高
電
圧
に
よ
る
静
電
的
歪
の
影
響
が
問
題
に
な
っ
て
来
る
の
で
、
同
図
乙
の
よ
う
な
形
状
に
作

ら
れ
ま
す
。

(A) (B) (C)

第四図

グ　リ　ッ　ド

三
極
管
以
上
の
多
極
管
に
な
り
ま
す
と
、
そ
れ
等
の
問
題
の
他
に
、
そ
の
形
状
や
、

カ
ソ
ー
ド
に
対
す
る
配
置
の
状
態
等
が
、
直
接
に
真
空
管
の
特
性
に
も
影
響
し
て
く

る
の
で
総
て
を
一
様
に
決
定
す
る
訳
に
は
参
り
ま
せ
ん
。

材
料
と
し
て
は
　ほ

と殆　
ん
ど
総
て
ニ
ッ
ケ
ル
板
を
工
作
し
て
作
ら
れ
ま
す
が
、
中
に
は

熱
の
放
散
を
良
く
し
て
、
グ
リ
ッ
ド
の
二
次
電
子
放
射
を
防
ぐ
為
に
、
網
状
の
も
の

や
、
表
面
を
　す

す煤　
で
黒
く
変
色
せ
し
め
た
も
の
等
が
あ
り
ま
す
。

⑶
グ
リ
ッ
ド
　
グ
リ
ッ
ド
は
プ
レ
ー
ト
と
カ
ソ
ー
ド
と
の
間
に
あ
っ
て
、
カ
ソ
ー

ド
よ
り
の
電
子
流
を
妨
害
す
る
こ
と
な
く
、

　し
か而　
も
充
分
に
制
御
し
よ
う
と
い
う
目
的
の
為
に
挿
入
せ
ら
れ
た
補
助
電
極
で
あ
り

ま
す
。
従
っ
て
他
の
電
極
に
較
べ
て
、そ
の
構
造
も
か
な
り
繊
細
で
す
。
そ
の
上
、こ

れ
は
高
熱
の
カ
ソ
ー
ド
の
近
く
に
あ
り
　な

お尚　
場
合
に
よ
っ
て
は
相
当
熱
く
な
る
プ
レ
ー

ト
に
も
近
い
の
で
特
に
熱
に
対
す
る
機
械
的
強
度
が
大
き
く
、
又
二
次
電
子
放
射
の

少
い
金
属
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
普
通
は
モ
リ
ブ
デ
ン
、
ニ
ク
ロ
ム
、
マ
ン
ガ

ニ
ン
等
の
細
線
が
用
い
ら
れ
、
構
造
は
第
四
図
の
如
く
、
支
柱
の
周
囲
に
円
筒
型
　ら

せ
ん

螺
旋　
状
、
又
は
平
型
　ら

せ
ん

螺
旋　
状
に
捲
か
れ
て
あ



5

り
ま
す
。
特
に
加
熱
を
防
ぐ
為
に
上
部
に
適
当
な
放
熱
板
を
設
け
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

（
二
）
　
管
球
　
特
殊
の
も
の
を
除
く
他
は
、
　ほ

と殆　
ん
ど
総
て
ガ
ラ
ス
製
で
、
形
状
は
第
一
図
に
示
す
よ
う
に
一
般
に
ド
ー
ム

形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
　い

わ
ゆ
る

所
謂　
耐
振
型
で
、
真
空
管
の
頭
部
に
雲
母
の
支
持
片
を
取
付
け
て
電
極
の
耐
振
性
を
増
す
こ
と

が
出
来
ま
す
。

管
内
の
真
空
度
は
出
来
る
だ
け
高
い
方
が
良
い
の
で
す
が
、
普
通
は
真
空
ポ
ン
プ
だ
け
で
は
　な尚　
お
排
気
が
不
充
分
で
、
幾
ら

か
の
水
蒸
気
や
酸
素
等
が
残
留
致
し
ま
す
。
そ
れ
で
、
こ
れ
等
の
残
留
　ガ瓦　
　ス斯　
を
適
当
に
取
除
い
て
、
真
空
度
を
高
く
す
る
為
に
、

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
等
の
金
属
を
ゲ
ッ
タ
ー
と
し
て
管
内
に
封
入
し
て
置
き
ま
す
。
こ
れ
は
後
で
真
空
管
の
外
部
か
ら
熱
し
ま
す
と

蒸
発
し
て
、
銀
白
の
金
属
薄
膜
と
し
て
ガ
ラ
ス
管
壁
に
附
着
し
、
そ
れ
と
の
間
に
残
留
水
蒸
気
を
封
じ
込
め
、
又
同
時
に
残
留

酸
素
等
と
も
化
学
的
に
結
合
し
て
、
真
空
度
を
良
好
に
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

（
三
）
　
ベ
ー
ス
　
ガ
ラ
ス
管
球
の
下
に
固
着
さ
れ
て
、
真
空
管
を
下
か
ら
支
え
て
い
る
部
分
で
、
同
時
に
真
空
管
の
端
子

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
普
通
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
端
子
は
こ
れ
に
適
当
に
植
込
ま
れ
た
金
属
製
の
脚
で
、
真

空
管
の
導
入
線
と
ハ
ン
ダ
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
脚
の
数
は
真
空
管
の
種
類
に
よ
り
四
本
の
も
の
や
、
五
本
、
六
本
、
七
本
あ
る

も
の
も
あ
り
ま
す
が
こ
の
数
に
よ
り
真
空
管
に
そ
れ
ぞ
れ
U
X
（
別
に
K
X
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
）、
U
Y
、
U
Z
、
U
t

等
の
附
号
が
付
け
与
れ
ま
す
。

　
　
　
各
種
真
空
管
の
構
造

⑴
二
極
真
空
管
　
整
流
管
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
半
波
整
流
管
、
全
波
整
流
管
、
倍
電
圧
整
流
管
の
三
種
類
が
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あ
り
ま
す
。
K
X
一
二
B
、
K
X
八
〇
、
K
Z
二
五
Z
五
等
が
そ
れ
ぞ
れ
代
表
的
真
空
管
で
す
。

K
X
一
二
B
は
、
普
通
エ
リ
ミ
ネ
ー
タ
受
信
機
の
整
流
管
と
し
て
良
く
用
い
ら
れ
る
最
も
簡
単
な
二
極
管
で
、
カ
ソ
ー
ド
は

直
熱
型
、
プ
レ
ー
ト
は
　く

ろ
す
す

黒
煤　
を
付
け
た
ニ
ッ
ケ
ル
平
角
筒
で
あ
り
ま
す
。

K
X
八
○
は
、
半
波
整
流
管
と
同
じ
構
造
の
電
極
を
二
組
、
同
一
真
空
管
内
に
封
入
し
て
、
全
波
整
流
用
と
し
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。
　な

お尚　
、
こ
の
型
に
H
X
型
の
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
電
極
の
構
造
及
び
ベ
ー
ス
端
子
と
の
接
続
関
係
は
、
K
X

型
と
全
く
同
様
で
あ
り
ま
す
が
、
管
内
電
圧
降
下
を
少
く
す
る
為
に
、
水
銀
が
封
じ
込
ん
で
あ
る
点
が
異
り
ま
す
。

K
Z
二
五
Z
五
は
ト
ラ
ン
ス
レ
ス
受
信
機
用
整
流
管
で
カ
ソ
ー
ド
は
傍
熱
型
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
構
造
は
大
体

全
波
整
流
管
と
同
様
で
す
。
　な

お尚　
、
こ
れ
等
真
空
管
の
電
極
及
び
ベ
ー
ス
端
子
と
の
接
続
関
係
は
、
第
五
図
に
示
し
て
あ
り
ま
す
。

⑵
三
極
真
空
管
　
最
も
普
通
に
使
用
さ
れ
る
真
空
管
で
、
直
熱
型
カ
ソ
ー
ド
の
真
空
管
に
は
U
X
三
〇
、
U
X
一
二
A
、
U

X
四
五
等
が
あ
り
、
傍
熱
型
に
は
U
Y
二
六
B
、
U
Y
五
六
等
が
一
般
で
す
。
電
極
の
構
造
は
　い

ず何　
れ
も
　ほ

と殆　
ん
ど
同
様
で
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
用
途
に
よ
り
要
求
さ
れ
る
特
性
の
上
か
ら
、
多
少
は
異
っ
て
い
ま
す
。
即
ち
検
波
用
の
真
空
管
で
は
、
そ
れ
に
適
す

る
特
性
曲
線
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
又
、
電
力
増
幅
用
真
空
管
で
は
内
部
抵
抗
が
比
較
的
小
さ
く
な
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
考

慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
電
極
及
び
ベ
ー
ス
端
子
の
接
続
は
第
五
図
乙
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

⑶
四
極
真
空
管
　
三
極
真
空
管
に
一
個
の
補
助
グ
リ
ッ
ド
を
挿
入
し
た
真
空
管
が
あ
り
ま
す
。
即
ち
カ
ソ
ー
ド
と
プ
レ
ー
ト

と
の
間
に
二
個
の
グ
リ
ッ
ド
が
あ
る
訳
で
す
が
、
第
六
図
に
示
す
如
く
、
プ
レ
ー
ト
に
近
い
方
の
グ
リ
ッ
ド
を
実
際
正
規
の
制
御

グ
リ
ッ
ド
と
し
て
、
他
を
補
助
グ
リ
ッ
ド
と
し
て
使
う
か
、
又
は
カ
ソ
ー
ド
に
近
い
方
の
グ
リ
ッ
ド
を
制
御
用
グ
リ
ッ
ド
と
し
、

他
を
補
助
グ
リ
ッ
ド
に
す
る
か
に
　よ依　
っ
て
二
種
類
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
前
者
の
　ご

と如　
き
使
用
目
的
の
為
に
、
特
に
グ
リ
ッ
ド
の
形
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状
を
考
慮
し
て
作
ら
れ
た
真
空
管
を
、
空
間
電
荷
グ
リ
ッ
ド
四
極
管
と
云
い
、
後
者
を
　し

ゃ
へ
い

遮
蔽　
グ
リ
ッ
ド
四
極
管
と
云
い
ま
す
。

U
X
一
一
一
B
等
は
空
間
電
荷
グ
リ
ッ
ド
四
極
管
で
、
こ
れ
は
比
較
的
低
い
プ
レ
ー
ト
電
圧
で
、
所
期
の
プ
レ
ー
ト
電
流
を

得
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
即
ち
プ
レ
ー
ト
、
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
電
圧
共
に
乾
電
池
で
使
用
す
る
こ
と
が
出
来
て
、
　い

わ
ゆ
る

所
謂　
直
流
経
済

球
で
あ
り
ま
す
。

U
Y
二
四
B
等
は
　し

ゃ
へ
い

遮
蔽　
グ
リ
ッ
ド
四
極
管
で
、
　し

ゃ
へ
い

遮
蔽　
グ
リ
ッ
ド
の
為
に
、
制
御
グ
リ
ッ
ド
が
プ
レ
ー
ト
に
対
し
て
静
電
的
に

　し
ゃ
へ
い

遮
蔽　
さ
れ
て
い
る
の
で
、
三
極
管
の
高
周
波
増
幅
に
於
け
る
種
々
な
弊
害
を
除
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

⑷
五
極
真
空
管
　
四
極
管
の
プ
レ
ー
ト
の
近
く
に
更
に
一
個
の
グ
リ
ッ
ド
を
挿
入
し
た
も
の
で
、
合
計
三
つ
の
グ
リ
ッ
ド
を

持
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
新
ら
た
に
挿
入
さ
れ
た
グ
リ
ッ
ド
を
、
サ
プ
レ
ッ
サ
ー
・
グ
リ
ッ
ド
又
は
ア
ー
ス
・
グ
リ
ッ
ド
と
名
付

け
て
い
ま
す
。
こ
の
為
に
四
極
管
の
二
次
電
子
に
依
る
影
響
が
緩
和
さ
れ
て
、
特
性
が
改
善
さ
れ
ま
す
。
サ
プ
レ
ッ
サ
ー
・
グ

リ
ッ
ド
は
第
七
図
の
如
く
、
管
内
で
カ
ソ
ー
ド
に
接
続
さ
れ
て
い
る
の
と
、
別
に
端
子
を
出
し
て
管
外
で
接
続
す
る
の
と
二
通

り
あ
り
ま
す
。

U
Z
五
七
は
普
通
良
く
使
わ
れ
る
小
型
五
極
管
で
あ
り
ま
す
が
、
　し

ゃ
へ
い

遮
蔽　
グ
リ
ッ
ド
の
形
状
が
　い

さ
か些　か
異
り
、
管
の
上
部
に
皿
状

の
電
極
と
し
て
取
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
又
電
極
の
側
方
、
管
の
内
壁
に
黒
鉛
が
塗
付
け
て
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
実
際
使
用
の
際
に
シ
ー
ル
ド
・
ケ
ー
ス
を
併
用
す
る
こ
と
に
依
り
、
プ
レ
ー
ト
、
グ
リ
ッ
ド
間
の
静
電
容
量
を
滅
ず

る
為
で
す
。

U
Y
四
七
B
、
U
Z
二
A
五
は
　い

ず何　
れ
も
終
段
電
力
増
幅
用
の
五
極
管
で
す
が
、
前
者
は
カ
ソ
ー
ド
直
熱
型
、
後
者
は
傍
熱
型

で
あ
り
ま
す
。
サ
プ
レ
ッ
サ
ー
・
グ
リ
ッ
ド
は
共
に
管
内
で
カ
ソ
ー
ド
に
接
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
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⑸
可
変
増
幅
率
真
空
管
　
構
造
は
前
述
の
四
極
管
、
五
極
管
と
大
体
同
様
で
す
が
、
真
空
管
の
特
性
、
難
し
く
云
え
ば
相
互
コ

ン
ダ
ク
タ
ン
ス
が
、
双
曲
線
的
な
特
性
を
有
す
る
よ
う
に
、
制
御
グ
リ
ッ
ド
の
形
を
局
部
的
に
変
え
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
即

ち
実
際
に
は
、
制
御
グ
リ
ッ
ド
が
第
四
図
C
に
示
す
よ
う
に
、
捲
線
の
ピ
ッ
チ
を
所
々
変
え
て
、
大
体
そ
れ
に
近
い
特
性
を
持

た
す
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
U
Y
二
三
五
、
U
Z
五
八
等
は
こ
の
種
の
真
空
管
で
、
U
Z
五
八
は
前
述
の
U
Z
五
七
を

可
変
増
幅
率
真
空
管
に
し
た
も
の
で
す
。

⑹
複
合
真
空
管
　
一
つ
の
真
空
管
中
に
、
二
組
以
上
の
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
動
作
す
る
電
極
群
を
封
入
し
た
構
造
の
も
の
で
、
二

極
管
と
三
極
管
と
を
組
合
わ
せ
て
、
外
見
上
を
一
個
の
真
空
管
と
し
た
複
二
極
三
極
真
空
管
、
同
様
に
二
極
管
と
五
極
管
と
を
組

合
わ
せ
た
複
二
極
五
極
真
空
管
、
及
び
三
極
管
と
可
変
増
幅
率
五
極
管
と
を
組
合
わ
せ
た
五
格
子
七
極
真
空
管
等
が
あ
り
ま
す
。

U
Z
二
A
六
や
U
Z
二
A
　マ

マ六　
は
代
表
的
な
複
二
極
三
極
真
空
管
で
、
第
八
図
A
の
如
く
カ
ソ
ー
ド
を
共
通
に
し
て
、
上
部
に

三
極
管
、
下
部
に
二
極
管
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
即
ち
検
波
、
増
幅
の
別
々
な
作
用
を
同
時
に
一
個
の
真
空
管
で
為
す
こ
と
が

出
来
ま
す
。
二
極
管
部
の
プ
レ
ー
ト
は
二
つ
別
に
な
っ
て
い
て
、
二
つ
共
並
列
に
結
ん
で
検
波
用
の
プ
レ
ー
ト
と
す
る
こ
と
も

出
来
れ
ば
、
又
一
つ
を
検
波
、
他
を
自
働
音
量
制
御
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。
三
極
管
部
は
普
通
増
幅
に
利
用

致
し
ま
す
。

U
t
二
B
七
や
U
t
六
B
七
は
複
二
極
五
極
真
空
管
で
、
構
造
及
び
用
途
は
何
れ
も
前
記
複
二
極
三
極
真
空
管
と
大
体
同
様

で
す
。
た
だ
第
八
図
に
示
す
よ
う
に
、
三
極
管
部
が
五
極
管
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

U
t
二
A
七
や
U
t
六
A
七
は
五
格
子
七
極
真
空
管
の
代
表
的
な
も
の
で
、
構
造
は
第
八
図
の
如
く
カ
ソ
ー
ド
と
プ
レ
ー
ト

と
の
間
に
五
個
の
グ
リ
ッ
ド
を
挿
入
し
て
あ
り
下
部
に
三
極
管
、
上
部
に
可
変
増
幅
率
五
極
管
を
組
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。
こ
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れ
は
主
と
し
て
ス
ー
パ
ー
・
ヘ
テ
ロ
ダ
イ
ン
受
信
機
に
、
周
波
数
変
換
用
真
空
管
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。
即
ち
そ
の
三
極
管

部
に
於
い
て
第
一
グ
リ
ッ
ド
、
第
二
グ
リ
ッ
ド
を
そ
れ
ぞ
れ
制
御
グ
リ
ッ
ド
、
プ
レ
ー
ト
と
し
て
局
部
発
振
管
の
役
目
を
さ
せ
、

残
り
の
電
極
を
以
て
五
極
管
部
と
し
、
第
一
検
波
管
の
作
用
を
為
さ
し
め
ま
す
。
現
在
普
通
に
使
わ
れ
る
受
信
真
空
管
の
中
で

は
一
番
毛
色
の
変
っ
た
も
の
で
、
べ
ー
ス
の
脚
の
数
も
全
部
で
七
本
あ
り
、
構
造
も
複
雑
で
す
。

　な
お尚　

こ
の
他
に
も
色
々
な
特
殊
真
空
管
、
金
属
真
空
管
等
が
あ
り
ま
す
が
、
以
上
で
大
体
真
空
管
の
構
造
が
ど
ん
な
も
の
で
あ

る
か
に
　つ就　
い
て
、
幾
分
で
も
御
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

•

底
本
に
は
、
ラ
ヂ
オ
科
学
社
編
『
受
信
用
真
空
管
の
選
び
方
使
ひ
方
』（
ラ
ヂ
オ
科
学
社
）
を
使
用
し
た
。

•

読
み
や
す
さ
の
た
め
に
、
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
、
旧
か
な
は
新
か
な
に
変
更
し
た
。
た
だ
し
一
部
の
漢
字
は
旧
漢
字
の
ま
ま
に
し
た
。

•
P
D
F

化
に
はL AT

E
X
2
ε

で
タ
イ
プ
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、d

v
ip
d
fm

x

を
使
用
し
た
。

ラ
ジ
オ
関
係
の
古
典
的
な
書
籍
及
び
雑
誌
の
い
く
つ
か
を

ラ
ジ
オ
温
故
知
新

h
t
t
p
:
/
/
f
o
m
a
l
h
a
u
t
.
w
e
b
.
i
n
f
o
s
e
e
k
.
c
o
.
j
p
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l

に
、

ラ
ジ
オ
の
回
路
図
を

ラ
ジ
オ
回
路
図
博
物
館

h
t
t
p
:
/
/
f
o
m
a
l
h
a
u
t
.
w
e
b
.
i
n
f
o
s
e
e
k
.
c
o
.
j
p
/
r
a
d
i
o
/
r
a
d
i
o
-
c
i
r
c
u
i
t
.
h
t
m
l

に
収
録
し
て
あ
る
。

http://fomalhaut.web.infoseek.co.jp/index.html
http://fomalhaut.web.infoseek.co.jp/radio/radio-circuit.html

